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□登録事業所の概要

（1） 事業所名及び代表者名

山根木材株式会社
代表取締役社長　　　山根 恒弘

（2） 創業 明治43年4月

（3） 所在地

〒734-8570　広島市南区出島1丁目21番15号

（4） 事業内容

・新築木造住宅の設計・施工・販売・ﾘﾌｫｰﾑ及び住宅引渡し後のﾒﾝﾃﾅﾝｽ

・木造住宅の材料となる木材の販売・加工・保管・運送

・保険業務

（5） 認定事項 （平成20年6月現在）

・建設業許可 国土交通大臣許可（特-18）第10892号
・建設業許可 広島県知事許可    (般ｰ19)第34353号
・宅地建物取引業免許 国土交通大臣（9）第2711号
・一級建築士事務所登録 ①広島県知事登録06（1）第0213号
・一級建築士事務所登録 ②広島県知事登録07（1）第4386号
・一級建築士事務所登録 ③広島県知事登録08（1）第4442号
・広島県木材業者登録 広木連1・2種広第29号
･ｴｺｱｸｼｮﾝ21 認証登録 登録番号  0001671号

（6） 事業の規模

・資本金 100,000千円

・売上高 81億円 （平成21年度）

・従業員 210名

・工場延べ床面積 7,330㎡

（7） 環境保全関係の責任者及び連絡先

責任者　　経営企画室　　次長　　村上 知則

TEL. 　082-254-3632

（8） 環境管理組織 ｢ea21環境管理組織図｣　　参照
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平成21年6月1日

設計チームチームリーダー

　　平成21年度　山根木材株式会社 『ea21』環境管理組織図

《関連会社》
ﾔﾏﾈﾎｰﾑｻﾎﾟｰﾄ㈱

《関連会社》
ﾔﾏﾈｳｯﾃﾞｨﾘﾌｫｰﾑ㈱

福山支店支店長

支店長

事業部長

木材事業部第1チーム

木材事業部第2チーム

福岡支店

取締役会 社長

環境事業開発室

総務･経理

住宅営業第2 チームチームリーダー

生産･施工チームチームリーダー

住宅営業第1 チームチームリーダー

環境活動推進委員会

経営企画室

環境管理責任者

事務局
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　　『木の住まいの事業で  木の素晴しさと

　　　　　環境保護を提案し  未来と地域社会に貢献します』

1. 環境経営ｼｽﾃﾑを構築･運用し､全員参加のもと次の環境保全活動を行います。

　　（1） 国産材･県産材の積極活用

　　（2） 省ｴﾈ･ｴｺ設計提案の推進

　　（3） 現場近隣への強い気遣い･配慮

　　（4） 現場と工場の廃棄物削減､再利用

　　（5） 廃材の有効活用

　　（6） 「ﾁｰﾑﾏｲﾅｽ6%」の積極的推進

2. 環境関連法規制について､要求事項を遵守し､環境保全に努めます。

3. 地域の環境保全活動に積極的に参加します。

4. 本環境方針は全従業員･関係会社･主要協力会社に周知させると共に､

社外に公表します。

　　　山 根 木 材 株 式 会 社

　　　　　　代表取締役社長　 山 根　恒 弘

《 環 境 方 針 》

2009年2月1日



環境への負荷実績

 当社の事業活動が環境に負荷を与える項目として､総ｴﾈﾙｷﾞｰ投入量･水資源投入量･温室効果ｶﾞｽ排出量･

廃棄物等排出量 があります｡ これら各項目の推移をみてみますと､平成21年度はいずれも前年度の実績を

下回る結果となっております｡ ｸﾞﾙｰﾌﾟとして環境活動取組ヘの効果が少しずつ現れているものと思います｡

しかしながら､一方では厳しい経済状況の中で事業活動が制限されている影響も考えられます｡

環境経営ｼｽﾃﾑが充分に機能するには､更なる工夫･努力が必要と考えます｡

① 総ｴﾈﾙｷﾞｰ投入量 【購入電力】

　 購入電力は､2008年度比で17%の減少となって

おります｡ ｴｱｺﾝの温度設定､照明器具のこまめな

消灯 等の効果もあったと思われます｡  

一方で作業量(売上高)縮小の影響も大きかったと

推測できます｡  

省電力活動の継続を行なってゆきます｡

② 総ｴﾈﾙｷﾞｰ投入量 【化石燃料】

化石燃料投入量は､2008年比で20%の減少と

なっております｡ ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ推進等の環境活動

に一定の効果があったと思われます｡

又 期中に組織改革を行い､事業所外で業務を

実施する部門の人員配置に変更があったことの

影響も大きかったと思われます｡ 引続き 環境に

配慮した車両の利用法と維持管理に努めます｡

③ 水資源投入量 【上水】

2009年度は､前年に比べ25%もの減少を

達成しており大きな成果となっております｡

「節水ｼｰﾙ」等の継続的節水意識の喚起が

効果をあげたと思います｡  更に節水意識を定着

させるための方策を継続してゆきます｡

環境への負荷実績(年度推移)
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④ 化学物質排出量･移動量 【大気への排出量】

2009年度は､木材加工工場の再編等が行われ

 焼却炉の数が3から1ヘ減少しました｡

このため､定期の科学物質排出量の計測が

期中に実施できておりません｡正確な排出量を

把握して評価実施を行います｡

尚､木材加工量は大幅に減少しております｡(30%)

⑤ 廃棄物等総排出量 【再生利用】

2009年度の排出量は､前年比 △30%と大幅に

減少した結果となりました｡ 

特に､建設現場でのｺﾞﾐ削減活動に大きな効果が

現れており､前年と比較して172ｔもの減少となって

おります｡ 又 建設現場における､ｺﾞﾐ削減意識の

定着もすすんでいるものと考えます｡

⑥ 廃棄物等排出量 【熱回収】

2009年度は建設現場での木材再利用や

下地材･ 羽柄材のﾌﾟﾚｶｯﾄ化を推進し､

現場での木くず削減に努めました｡

その結果として､現場発生木くずが263ｔの

減少となりました｡

⑦ 廃棄物最終処分量

廃棄物最終処分対象は､建設現場からの

がれき類､ｶﾞﾗｽ･陶器および廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

です。 2009年度は微量ですが削減効果が

表れました｡  2009年度は前年度と比べ

2%の減少となりました｡
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【中期環境目標･計画表】

1 省電力 TL 2,657,629(kwh) 目標

《一般》 ･不在箇所電気の消灯 ･部署別使用電力の「見える化」検討 ･部署別改善策の再検討･改善実施

654,085(kwh） ･不使用機器電源OFF ･工場設備機器の効率化再点検 　（工場･ｵﾌｨｽ）

2 ･温度調節 《工場･現場》 ･ｸｰﾙﾋﾞｽ･ｳｵｰﾑﾋﾞｽﾞ継続 ･ｸｰﾙﾋﾞｽ･ｳｵｰﾑﾋﾞｽﾞ継続 ･ｸｰﾙﾋﾞｽ･ｳｵｰﾑﾋﾞｽﾞ継続

2,003,544(kwh) ･ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの定期清掃 ･ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの定期清掃 ･ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの定期清掃

3 省燃料 TL 169,978（ℓ） 目標

･ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ運動展開 ･社有車定期買替の推進 ･定期点検の実施管理体制の検討･再構築

･ｴｺ運転情報の発信 ･ｴｺ運転の教育

･部門別燃費の「見える化」による啓蒙 ･定期点検の実施管理体制の強化

･定期点検の実施管理体制の構築

4 ｴｺ商品購入 TL 目標

 (H20･224品) ･事務用品での購入切替 ･事務用品での購入切替 ･事務用品以外の品目切替実施

･事務用品購入窓口の統一

5 ｺﾞﾐ排出量削減 TL 2,275,000枚 目標

（A4換算） ･ｺﾋﾟｰ機能の最大活用（両面･集約） ･会議資料ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の推進 ･会議資料ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の継続推進

･電子ﾒｰﾙ･社内LANの活用 ･設計図書の電子ﾃﾞｰﾀ化稼動 ･設計図書の電子ﾃﾞｰﾀ化定着

･ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の推進 ･ﾍﾟﾊﾟｰﾚｽFAXの活用 ･ﾍﾟﾊﾟｰﾚｽFAXの恒常化

　(設計図書の電子ﾃﾞｰﾀ化着手) ･ﾘｻｲｸﾙ化の推進（紙焼却を古紙回収へ） ･ﾘｻｲｸﾙ化の推進

･ﾐｽｺﾋﾟｰ･ﾑﾀﾞｺﾋﾟｰの防止

6 節水 TL 6,271(㎥) 目標

（26㎥/人） ･節約意識の向上（節水ﾗﾍﾞﾙ貼付） ･漏水試験の実施（1回/年） ･漏水試験の実施（1回/年）

･漏水試験の実施（1回/年） ･節約意識の向上･教育 ･節約意識の向上･教育

1 目標

生産･施工T 廃材大幅削減 3,136㎥ 方策 「廃材大幅削減」 ･内部造作材プレカット化の検討 ･内部造作材プレカット全棟実施

･木下地PC化の推進継続 　既製枠材の下地枠PC 　既製枠材の下地枠PC

･廃棄物ﾘｻｲｸﾙ化の推進継続 ・梱包材の削減 ･ジャストインタイムでの納入実施

･梱包材の削減 　業者持ち帰り検討（納入計画）

・床養生材の変更（ビニール養生中止）

YWR 廃材の削減 方策 ･工事現場における排出物の分別回収 ・使える既存木材の再利用 ・土壁の再利用

1,065㎥ ･建設ｴｺ資材への代替 ・梱包材のメーカー処分 ・屋根材の再利用

･廃棄物ﾘｻｲｸﾙ化の推進 ・再利用可能な養生材の使用

福山支店 方策 ･野縁のPC化（11月開始） ･外壁パネル化 ･屋根パネル化

782㎥ ･工事現場における排出物の分別回収 ･工事現場における排出物の分別回収 ･工事現場における排出物の分別回収

･梱包材（ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ）ﾘｻｲｸﾙ化の実施 ･廃棄物（木材）の再利用 ･廃棄物（木材）の再利用

YHS 6.5㎥ 方策 ･廃材（木材・建材）の削減（再発防止案の提出） ･水漏れによる廃材の削減 ･不具合調査に伴う廃材の消滅

2 木材 金物工法推進 H20年度 目標

購入寸法変更 13.3t 方策 ・柱材　2.8Ｍ購入(ＷＷ) ・金物工法推進 10% ・金物工法推進 20%

・野地合板の端材利用(端材減少) 　　（切くずの減少) 　　（切くずの減少)

5.4t ・野地合板の端材利用(端材減少) ・野地合板の端材利用(端材減少)

3 木材 端材活用 H20年度 目標

26.6ｔ 方策 ・桁端材小つなぎ用割り返し利用 ・桁端材小つなぎ用割り返し利用 ・桁端材小つなぎ用割り返し利用

41.3t ・ベニヤ端材の練合せ利用 ・ベニヤ端材の練合せ利用 ・ベニヤ端材の練合せ利用

6.3t ・針葉樹合板の住宅下地材利用 ・針葉樹合板の住宅下地材利用 ・針葉樹合板の住宅下地材利用

4 設計T H20年度 0件 目標

方策 ･使用部材（建材・備品 等）のエコ商品採用 ･使用部材（建材・備品 等）のエコ商品採用 ･使用部材（建材・備品 等）のエコ商品採用

  切り替え提案   切り替え提案   切り替え提案

住宅営業T 目標

(基準ﾃﾞｰﾀｰ無し) 方策

福岡支店 目標

(基準ﾃﾞｰﾀｰ無し) 方策

YWR 新提案の推進 H20年度 0件 目標

方策 ・断熱化リフォームの提案 ・端材の利用提案

・リフォーム用金属屋根材の提案 ・古材の再利用 ・雨水利用提案

・遮熱フィルムの提案 ・限界耐力計算導入による省エネ設計 ・地熱利用提案

5 目標

生産･施工T H20年 方策 着工前「仮設計画」全棟実施 ･現場近隣の清掃活動（月１回全棟実施） ・近隣へ新築計画通知(現場掲示)の実施

近隣ｸﾚｰﾑ ｾﾞﾛ ･近隣ヘの配慮(継続) ・近隣へ新築計画通知(現場掲示)の検討 ・主要工程の通知(現場掲示）の実施

・主要工程の通知(現場掲示）の検討

･主要工程の通知 ・アプローチマットの設置

 (現場掲示や文面にて告知)

YWR 工事の告知 方策 ･本社(社屋)近隣の清掃活動 ･現場近隣の清掃活動（週1回） ･現場近隣の清掃活動（毎日）

H20年 ・土砂流出防止対策 ・プレカットの推進による騒音、塵の軽減 ・近隣への工事計画通知（現場掲示）実施

近隣ｸﾚｰﾑ ｾﾞﾛ ・防塵機能付き道具の使用 ・遮音シートの活用 ・防塵施工の確立

・作業時間の決定 ・駐車場の確保

・マンションリフォームの工程通知 ・工期短縮

福岡支店 H20年 方策 ・夏場の草刈実施 ・夏場の草刈実施 ・夏場の草刈実施

近隣ｸﾚｰﾑ ｾﾞﾛ ・土留め等による土砂流出防止 ・土留め等による土砂流出防止 ・土留め等による土砂流出防止

・販売促進物の美観維持 ・販売促進物の美観維持 ・販売促進物の美観維持

福山支店 H20年 方策 ･支店廻りの清掃活動 ･現場前面道路の清掃活動の推進 ･現場前面道路の清掃活動の恒常化

近隣ｸﾚｰﾑ ｾﾞﾛ ・運搬車両のアイドリングストップ ･現場仮設トイレの水洗トイレ化 ･現場仮設トイレの水洗トイレ化

YHS 近隣対策実施 H20年 方策 ･防音シート使用 ･防音シート使用 ･防音シート使用

近隣ｸﾚｰﾑ ｾﾞﾛ ･飛散物防止対策 ･飛散物防止対策 ･飛散物防止対策

･作業車両駐車クレーム対策 ･作業車両駐車クレーム対策 ･作業車両駐車クレーム対策

H20年度比　△3% H20年度比　△5%

方策

廃
棄
物
の
排
出
抑
制

･ ｺﾋﾟｰ用紙
購入量削減

方策

省
資
源

･全社総上水
使用量削減

H20年度比　△1%

H20年度比　△5% H20年度比　△10%

H20年度比　△8%

方策

購入品目数　150

H20年度比　△15%

グ

リ
ー

ン

購

入

･ｴｺ商品への
購入切替

購入品目数　20 購入品目数　100

方策

H23年度(計画)

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

･全社総電力の削
減

H20年度比（一般電力） △1% H20年度比（一般電力） △3% H20年度比（一般電力） △5%

方策

･ｶﾞｿﾘﾝ購入量の
削減

H20年度比　△3% H20年度比　△5%

【共通項目】 作成日 : 平成　21 年 4月30日

項目
実施

責任者
実施項目

H20年度実績
（基準年度）

区分
実施ｽｹｼﾞｭｰﾙ

H21年度(計画) H22年度(計画)

近
隣
環
境
配
慮

区分
実施ｽｹｼﾞｭｰﾙ

近隣ｸﾚｰﾑ 「0」 近隣ｸﾚｰﾑ 「0」

エコ商品の採用提案 10品目 エコ商品の採用提案 15品目

H20年度比　△10％ H20年度比　△15％

H21年度(計画)

H20年度比　△5％

廃材の有効
活用

平成20年度比 △1%

平成20年度比  + 1%

着工前
「仮設計画」
全棟実施

太陽光発電ﾊﾟﾈﾙ
の積極採用

広島県産材使用
の拡大

現場近隣への
強い気遣い･配

慮

平成20年度比  + 5%

･ｱﾌﾟﾛｰﾁﾏｯﾄ設置と敷地養生

【部門項目】

H20年度実績
（基準年度）

実施項目項目
担当部署

実施責任者

廃
棄
物
の
排
出
抑
制

省
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ

ｰ

エコ商品の採用提案 2品目

H22年度(計画) H23年度(計画)

平成20年度比 △3% 平成20年度比 △5%

提案住宅の販売　　30件

現場の廃棄物
削減･再利用

工場の廃棄物
削減

省ｴﾈ･ｴｺ設計
提案の推進

現場廃棄物の内
木くず、紙くずの

削減

不具合による
廃材の削減

エコ商品の
採用提案

提案住宅の販売　　30件 提案住宅の販売　　30件

平成20年度比  + 3%

･MOKUｷｭｰﾌﾞの家を販売する

発電ﾊﾟﾈﾙ採用  10% 発電ﾊﾟﾈﾙ採用  15% 発電ﾊﾟﾈﾙ採用  20%

･MOKUｷｭｰﾌﾞの家を販売する ･MOKUｷｭｰﾌﾞの家を販売する

騒音･異臭
発生防止

清掃

・エコキュート+ソーラー発電リフォームの推進

・販売用宅地の
維持管理徹底

・分譲住宅商品開発における太陽光発電ﾊﾟﾈﾙの
.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積極的採用

新提案3品目（項目） 新提案3品目（項目） 新提案3品目（項目）

・分譲住宅商品開発における太陽光発電ﾊﾟﾈﾙの
.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積極的採用

・分譲住宅商品開発における太陽光発電ﾊﾟﾈﾙの
.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積極的採用

近隣ｸﾚｰﾑ 「0」
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【共通項目】 　　　　【環境活動の取組み計画と評価】 ○達成 ×未達

1 省電力 654,085(kwh） H20年度比 △17.3%

《一般電力》 △113,495kwh 

2 省燃料 169,978（ℓ） H20年度比△5.5%

△9,325ℓ

3 ｸﾞﾘｰﾝ購入 15品目

事務用品 20品目

4 2,275,000枚 H20年度比△2.3%

（A4換算） △51,850枚

5 節水 6,271(㎥) H20年度比△24.4%

(漏水補正値） △1,530㎥

【部門項目】

項目 運用期間

部門 （実績）

1 廃棄物の排出抑制

【生産･施工T】 3,136㎥ H20年度比△32.5%

△1,021㎥

【YＷＲ】 1,065㎥ H20年度比△0%

△0㎥

【福山支店】 782㎥ H20年度比△31%

△243㎥ 

【ＹＨＳ】 6.5㎥ H20年度比173.8%

4.8㎥ 

【木材】 13.3ｔ （達成率）105.9%

14.3ｔ

5.4ｔ （達成率）70.9%

3.9t

26.6ｔ （達成率）85.1%

22.9t

41.3ｔ （達成率）70.8%

29.6t

6.3ｔ （達成率）42.2%

2.7t

2 省ｴﾈﾙｷﾞｰ

【設計T】  0件 （達成率）100%

2品目

【住宅営業T】 (基準ﾃﾞｰﾀｰ無し) （達成率）26.6%

8件

0棟 （達成率）0%

0件

【福岡支店】 (基準ﾃﾞｰﾀｰ無し) （達成率）22.2%

14/63

【YＷＲ】 3品目 （達成率） 50%

1品目

3

【生産･施工T】 部分実施

3件

【YＷＲ】 営業挨拶回り

工事中看板掲示 1件

【福岡支店】 ｸﾚｰﾑ 0

2件

【福山支店】 部分実施

0

【ＹＨＳ】 ｸﾚｰﾑ 0

0

21件

採用 10%

2品目

Ｈ20.2～H21.1

Ｈ20.2～H21.1

Ｈ20.2～H21.1

Ｈ20.2～H21.1

Ｈ20.2～H21.1

次世代省ｴﾈ金物工法提案

Ｈ20.2～H21.1

2品目

30件

MOKUｷｭｰﾌﾞの家を販売する

近隣ｸﾚｰﾑの発生がありました｡近隣への気遣
いは事業継続の必須なので､再発防止に努め
ます｡

評価

評価

目標未達です｡廃材削減について､細やかなﾒ
ﾝﾃﾅﾝｽの現場監理が必要と思われます｡

目標を達成しておりませんが､廃材活用で一定
の効果があったものと考えます｡

エコ商品の採用提案 目標達成です。設計段階からの省ｴﾈ提案が
重要です｡目標の見直し検討が必要と思いま
す｡

○

目標達成しています｡省ｴﾈ意識が定着してい
ると思われます｡継続して省ｴﾈ活動に取組む
必要があると思います｡

目標達成です｡建築現場を綺麗に維持する支
店の事業目標が効果をあげたと思われます｡

○
目標を達成しております｡社員の節水意識が
定着してきたものと思われます｡継続して節水
意識高陽に努めます｡

目標達成です｡しかしながらｴｺ商品採用意識
の定着は不充分と見うけられます｡購入窓口統
合等の検討が必要です｡

目標未達です｡ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ運動により多少の削
減効果はあります｡しかしながら､新たな業務等
の実態に合った目標設定が必要です｡

目標達成です｡下地材 羽柄材のﾌﾟﾚｶｯﾄ化推
進で木くずの発生を大幅に抑えることができた
結果と考えます｡

目標未達です｡廃材削減について､細やかなﾘ
ﾌｫｰﾑ現場監理が必要と思われます｡

×

評価（結果と今後の方向）

騒音･異臭
発生防止

清掃

・販売用宅地の
維持管理徹底

新提案（項目）

近隣ｸﾚｰﾑ 「0」

×

太陽光発電ﾊﾟﾈﾙの採用率　10％

H21年度(目標)

×

△0.3㎥Ｈ20.2～H21.1

金物工法推進(切くずの減少)

　13.5ｔ

×

ﾍﾞﾆﾔ端材活用

×
桁材活用　

　26.9ｔ

41.8t

6.4t

Ｈ20.2～H21.1

針葉樹合板下地材活用

Ｈ20.2～H21.1

･ｶﾞｿﾘﾝ購入量削
減

H20年度比　△3%

実施項目
H20年度実績
（基準年度）

H21年度目標

△6,540kwh Ｈ20.2～H21.1

運用期間目標値運用期間

･ｴｺ商品への
購入切替

購入品目数　20

･ ｺﾋﾟｰ用紙
購入量削減

･全社総上水
使用量削減

H20年度比　△1%

H20年度比　△5%

20品目Ｈ20.2～H21.1

△62.7㎥Ｈ20.2～H21.1

廃材の削減

現場廃棄物の
木屑･紙屑削減

×

○

H20年度比　△5％

H20年度比　△5％

H20年度比　△5％
×

△39㎥Ｈ20.2～H21.1

着工前
「仮設計画」
全棟実施

近隣環境配慮

×
近隣ｸﾚｰﾑの発生がありました｡近隣への気遣
いは事業継続の必須なので､再発防止に努め
ます｡0Ｈ20.2～H21.1

作成日 : 平成　22 年  4月 20日

×

評価（結果と今後の方向）

○

目標達成です｡新しい工法で販売採用に時間
が掛かりましたが､一定の成果が現れました｡

○

○

○

×

目標達成です。社内改革等の影響が大きいと
思われます｡ 更に､｢ｴｺ運転｣等の効果が徐々
に現れた結果と考えます｡｢ｴｺ運転｣を継続し

近隣ｸﾚｰﾑ 「0」
×

○

×

Ｈ20.2～H21.1 0

近隣ｸﾚｰﾑ 「0」
○

近隣ｸﾚｰﾑの発生がありました｡近隣への気遣
いは事業継続の必須なので､再発防止に努め
ます｡

ｸﾚｰﾑ発生はありませんでした。近隣ヘの気遣
いは重要なので内容の検証にも慎重に取組み
ます｡Ｈ20.2～H21.1 0

×
Ｈ20.2～H21.1 0

近隣ｸﾚｰﾑ 「0」

近隣ｸﾚｰﾑ 「0」
○

ｸﾚｰﾑ発生はありませんでした。近隣ヘの気遣
いは重要なので内容の検証にも慎重に取組み
ます｡Ｈ20.2～H21.1 0

ｺﾞﾐ排出量
削減

○

項目

･全社総電力の
削減

H20年度比（一般電力） △1%

H20年度比　△5％

H20年度実績
（基準年度）

実施項目

廃材大幅削減

新提案の推進

工事の告知

近隣対策実施

広島県産材使用
の拡大

太陽光発電ﾊﾟﾈﾙ
の積極採用

エコ商品の
採用提案

廃材の有効
活用

工場の廃棄物
削減

不具合による
廃材の削減

目標未達です。提案の実績が無く部署として
情報の共有化に問題があったと思われます｡
今後の改善が必要と考えます｡

目標達成です。太陽光発電ヘ注目が集まって
おり､継続して取組む必要があると思います｡

目標未達です。提案の実績が殆ど無く部署と
して情報の共有化に問題があったと思われま
す｡今後の改善が必要と考えます｡

目標未達でが､端材の有効活用は､廃材の発
生を抑制する効果があると思います｡継続して
取組む必要があると考えます｡

目標を達成しておりませんが､廃材活用で一定
の効果があったものと考えます｡

目標を達成しておりませんが､廃材活用で一定
の効果があったものと考えます｡

目標未達です。提案項目について部署として
情報と提案方法の共有化が不足していたと思
われます｡今後の改善が必要と考えます｡

運用期間実績

△5,099ℓＨ20.2～H21.1

△113,750枚Ｈ20.2～H21.1

△157㎥Ｈ20.2～H21.1

△53㎥Ｈ20.2～H21.1

5.5ｔ

Ｈ20.2～H21.1

Ｈ20.2～H21.1

野地合板端材活用
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□ 環境関連法規制等の順守状況

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のとおりです。

振動規制法 廿日市工場

騒音規制法 廿日市工場

特定化学物質の環境への排出量の把握 廃棄物焼却炉

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類対策特別措置法 廃棄物焼却炉

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ廃棄物の適正な処理の推進に関する特別処置法 ＰＣＢ保管

浄化槽法 木造住宅工事現場

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律 建築物解体工事

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 産業廃棄物

 当社の事業活動に関連する環境法規 及び 消防法  又 その他の法令等につきまして

違反はございません｡

 関係当局からの指摘 及び 利害関係者からの 訴訟や苦情も過去３年間 ございません｡

特に重要な適用法規制 適用される施設等
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